
東
北
・
北
海
道
計

量
大
会

　

2
0
1
9
年
度
東
北
・
北

海
道
計
量
大
会
が　

月
3
日

10

　

、
岩
手
県
の
当
番
で
、
岩

（木）手
県
盛
岡
市
の
ホ
テ
ル
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
で
開
催
さ

れ
る
。
約
1
5
0
名
ほ
ど
の

会
員
お
よ
び
来
賓
な
ど
の
参

加
を
予
定
し
て
い
る
。

　

会
合
は
「
2
0
1
9
年
度

東
北
・
北
海
道
計
量
大
会
」

と
そ
れ
に
つ
づ
く
「
東
北
六

県
北
海
道
計
量
連
合
会
第　
68

次
総
会
」の
2
つ
の
催
し
と
、

記
念
講
演
、
歓
迎
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
お
よ
び
交
流
会
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。

　

東
北
・
北
海
道
計
量
大
会

グ
、
配
送
履
歴
（
実
績
）

の
記
録
、
モ
バ
イ
ル
プ

リ
ン
タ
に
よ
る
配
送

伝
票
印
刷
▽
専
用
ア

プ
リ
：
ロ
ー
リ
ー
配

送
用
専
用
ア
プ
リ
「
F

l
o
w 
L
i
n
k
遺
」

▽
稼
働
時
間
の
目

安
：
約　

分
の
連
続

30

使
用
（
計
量
）
で
充
電

の　

％
程
度
を
消
費
、

10
U
S
B
経
由
に
よ
る

充
電
が
可
能
▽
構

造
：
非
防
水
構
造
（
水
分
な

ど
が
付
着
し
な
い
状
態
、
環

境
で
の
み
使
用
可
）

■
専
用
モ
パ
イ
ル
プ
リ
ン
タ

▽
基
本
性
能
：
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
操
作
に
し
た
が

い
、
納
品
伝
票
や
配
送
履
歴

情
報
を
印
刷
▽
外
形
寸
法
：

　

×
1
2
2
・
5
×　
　

▽

83

44
mm

重
量
：
約
2
2
0
g
（
バ
ッ

テ
リ
ー
含
む
）
▽
稼
働
時
間

の
目
安
：
満
充
電
で
連
続
約

　

時
間
稼
働
、
U
S
B
経
由

13に
よ
る
充
電
が
可
能
▽
用
紙

タ
イ
プ
：
サ
ー
マ
ル
紙

（
ロ
ー
ル
紙
径　
　

以
上
、

13
mm

　

・
5　

以
下
）

40

mm

は
北
海
道
・
東
北
6
県
の
計

量
計
測
関
係
者
相
互
の
連
携

強
化
を
は
か
る
と
と
も
に
消

費
生
活
者
へ
広
く
計
量
へ
の

意
識
を
喚
起
し
、
産
業
経
済

の
発
展
お
よ
び
文
化
の
向
上

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に

1
9
5
2
年
（
昭
和　

年
）

27

以
来
、
各
道
県
輪
番
で
開
催

し
て
い
る
。

【
期
日
】
2
0
1
9
年　

月
10

3
日　
（木）

【
場
所
】
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
盛
岡
本
館
（
盛
岡
市

盛
岡
駅
前
通
）

【
開
催
担
当
】
計
量
計
測
技

術
セ
ン
タ
ー

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】
▽
受
付
▽

2
0
1
9
年
度
東
北
・
北
海

道
計
量
大
会
な
ら
び
に
東
北

六
県
北
海
道
計
量
協
会
連
合

会
第　

次
総
会
▽
記
念
講
演

68

「
さ
と
や
ま
民
主
主
義
と
樹

木
葬
」
千
坂
げ
ん
ぼ
う
（
久

保
川
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
自
然
再

生
研
究
所
所
長
）
▽
歓
迎
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
お
よ
び
交
流
会

関
東
甲
信
越
地
区

計
量
団
体
連
絡
協

議
会（
関
ブ
ロ
）

　

2
0
1
9
年
度
（
令
和
元

　

オ
ー
バ
ル（
谷
本
淳
社
長
）

は
、
2
0
1
9
年
8
月
か
ら

「
ロ
ー
リ
ー
車
向
け
無
線
流

量
プ
リ
ン
タ
シ
ス
テ
ム
E
L

9
0
0
0
」
の
販
売
を
開
始

し
た
。

　

E
L
9
0
0
0
は
、
ロ
ー

リ
ー
車
に
搭
載
の
容
積
流
量

計
ウ
ル
ト
ラ
オ
ー
バ
ル
に
、

B
l
u
e
t
o
o
t
h
無
線

機
能
を
付
加
し
、
専
用
端
末

（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）
を
用

い
て
、
流
量
確
認
と
専
用
モ

パ
イ
ル
プ
リ
ン
タ
に
よ
る
伝

票
印
刷
を
可
能
と
し
た
パ
ッ

ケ
ー
ジ
・
シ
ス
テ
ム
。

　

こ
の
プ
リ
ン
タ
シ
ス
テ
ム

は
新
規
購
入
品
の
流
量
計
の

み
な
ら
ず
、
既
に
ロ
ー
リ
ー

車
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
流
量

計
に
「
後
付
け
」
す
る
こ
と

で
、
シ
ス
テ
ム
を
導
入
で
き

る
設
計
と
な
っ
て
い
る
。

■
B
l
u
e
t
o
o
t
h
ユ

ニ
ッ
ト

▽
基
本
性
能
：
流
量
計
に
組

み
込
む
こ
と
で
、
B
l
u
e

t
o
o
t
h
無
線
通
信
機
能

を
付
加
▽
電
源
：　

～　

V

12

24

D
C
（
消
費
電
流
M
a
x

　
　

）
電
源
用
リ
ー
ド
線
付

11
mA

き
▽
周
囲
温
度
：
マ
イ
ナ
ス

　

～
＋　

℃
（
結
露
な
き
こ

10

60

と
）
▽
適
用
対
象
流
量
計
：

容
積
流
量
計
ウ
ル
ト
ラ
オ
ー

バ
ル

■
専
用
端
末
（
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
）

▽
基
本
性
能
：
積
算
流
量

（
納
品
量
）
の
モ
ニ
タ
リ
ン

年
度
）
関
東
甲
信
越
地
区
計

量
団
体
連
絡
協
議
会
が
、
群

馬
県
の
当
番
で
、　

月　

日

10

24

　

、
伊
香
保
温
泉
「
ホ
テ
ル

（木）木
暮
」
で
開
催
さ
れ
る
。
約

2
0
0
名
の
参
加
を
予
定
し

て
い
る
。表
彰
式
を
挙
行
し
、

各
都
県
提
案
の
議
題
を
討
議

す
る
。
記
念
講
演
は
、
吉
村

晴
子
高
崎
紅
の
会
代
表
に
よ

る
「
紅
絹
の
美
～
よ
み
が
え

る
紅
～
」。懇
親
会
を
開
催
し

て
交
流
す
る
。翌　

日　

は
、

25

（金）

研
修
見
学
会
、
親
善
ゴ
ル
フ

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

関
東
甲
信
越
地
区
計
量
団

体
連
絡
協
議
会
は
、
関
東
甲

関
ブ
ロ
、
東
北
・
北
海
道
計
量
団
体
連
絡
協
議
会
・
オ
ー
バ
ル
製
品 
①
面

計
量
制
度
見
直
し
に
つ
い
て　

（
令
和
元
年
6
月
版
） 
②
③
④
⑤
面

（1）

「
計
量
管
理
と
収
益
性
改
善
」　
 

⑥
⑦
⑧
⑨
面

（2）

東
京
電
力
が
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
の
廃
炉
を
決
定　
 

⑩
面

（1）

過
積
載
特
集　

、
社
説
「
地
震
計
は
地
震
を
予
知
す
る
機

（8）

能
を
持
た
な
い
」 

⑪
面

Ａ
＆
Ｄ
天
び
ん
、
九
大
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
の
水
素
脆
化

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
、
J
E
M
I
C 

⑫
面
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関
東
甲
信
越
、東
北
・
北
海
道
地
区
の
協
議
会

東
北
・
北
海
道
計
量
大
会
は
、　

月
3
日　

、ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
で

10

（木）

関
東
甲
信
越
地
区
計
量
団
体
連
絡
協
議
会
は
、　

月　

日　

、伊
香
保
温
泉
で

10

24

（木）

　

関
東
甲
信
越
地
区
、
東
北
・
北
海
道
地
区
の
協
議
会
が
、

　

月
に
あ
い
つ
い
で
開
か
れ
る
。
東
北
・
北
海
道
計
量
大

10会
は
、　

月
3
日　

、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
で
、

10

（木）

関
東
甲
信
越
地
区
計
量
団
体
連
絡
協
議
会
は
、　

月　

日

10

24

　

、
伊
香
保
温
泉
「
ホ
テ
ル
木
暮
」
で
開
催
さ
れ
る
。

（木）

オ
ー
バ
ル

ロ
ー
リ
ー
車
向
け
無
線
流
量 

プ
リ
ン
タ
シ
ス
テ
ム
E
L
9
0
0
0

信
越
地
区
の
計
量
協
会
と
計

量
士
会
が
合
同
で
、
各
都
県

が
持
ち
回
り
で
開
催
し
て
い

る
。
か
つ
て
は
計
量
協
会
と

計
量
士
会
は
そ
れ
ぞ
れ
で
協

議
会
を
開
催
し
て
い
た
が
、

2
0
0
3
年
（
平
成　

年
）

15

か
ら
合
同
開
催
し
て
い
る
。

　

同
協
議
会
は
、年
に
一
度
、

　

都
県
に
渡
る
関
東
甲
信
越

10地
区
の
計
量
協
会
と
計
量
士

会
の
会
員
が
集
ま
り
、
計
量

に
関
す
る
諸
問
題
を
討
議
す

る
と
と
も
に
、
相
互
の
交
流

を
深
め
、
親
睦
促
進
を
は

か
っ
て
い
る
。

【
期
日
】
2
0
1
9
年　

月
10

　

日　

～　

日　

24

（木）

25

（金）

【
場
所
】
伊
香
保
温
泉
「
ホ

テ
ル
木
暮
」（
群
馬
県
渋
川
市

伊
香
保
町
伊
香
保
）

【
参
加
予
定
人
員
】
2
0
0

名
（
来
賓
等
を
含
む
）

【
主
催
】
関
東
甲
信
越
地
区

計
量
団
体
連
絡
協
議
会

【
開
催
担
当
】
群
馬
県
計
量

協
会
、
同
計
量
士
部
会

【
協
議
会
方
式
】
全
体
会
議

方
式

【
日
程
】
▽　

月　

日　

＝

10

24

（木）

①
受
付
②
開
催
要
領
説
明
③

表
彰
式
④
連
絡
協
議
会
（
開

会
の
辞
、主
催
者
あ
い
さ
つ
、

来
賓
紹
介
、来
賓
あ
い
さ
つ
、

提
案
議
題
審
議
、
次
回
開
催

県
あ
い
さ
つ
、
閉
会
の
辞
）

⑤
講
演
：
演
題
「
紅
絹
の
美

～
よ
み
が
え
る
紅
～
」、
講

師
：
吉
村
晴
子
（
高
崎
紅
の

会
代
表
）
⑥
懇
親
会
▽　

月
10

　

日　

＝
①
研
修
見
学
会
②

25

（金）

親
善
ゴ
ル
フ

（1） 2019年（令和元年）8月11日（日）第3250・51号 （　　　　）昭和26年4月4日 
第三種郵便物認可

システム構成図

E
L
9
0
0
0
基
本

セ
ッ
ト（
1
台
の
車
両
に

対
し
下
記
3
点
の
構
成
）

　

3
2
5
0
・
3
2
5
1

号
を
合
併
号
と
し
、
8
月

　

日
付
で
発
行
し
ま
す
。

11


